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2025 年９月 16 日 NO.679 

「御同朋の社会をめざす運動」東海教区委員会 広報部 

〒460-0018 名古屋市中区門前町１番２３号 

                             東海教区教務所内 

 TEL 052-321-0028 FAX 052-332-4097 

e-mail info@tokai-hongwanji.net 
  

 

東海教区海幡組 活動報告 
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海幡組は、愛知県西三河南部の旧碧海
へきかい

郡、旧幡豆
は ず

郡エリアに存在する 21 ヶ寺で構成され、組名はこ

の両郡から一文字ずつ取って決められました。組の南部は三河湾に面し、組全域では西尾茶、鰻、筆

柿、白醤油などの名産品が知られ、また吉良上野介、作家の尾崎士郎ゆかりの地を有することからマ

リンレジャー・グルメ・歴史探訪目的の観光客が近年増加しています。 

当組では、多種組織が活動し行事を執行しています。 

毎年会所をかえ、京都より講師を招き２日間開催される仏教講習会は明治 36 年より 122 年続く伝

統行事です。 

寺族青年連盟は月２回聖典勉強会を開催し、その内の一回は数人の大谷派僧侶と合同で研究し、切

磋琢磨しながら交流を深めています。 

仏教婦人会は、毎年６月に布教使のみならず作曲家、創作家など多様なジャンルの講師を招き会場

が満堂になる研修会を 30 年以上開催し仏教婦人育成に尽力しています。 

他にも、門徒推進員会は積極的に連研を牽引し、毎年年度末に外部講師による同朋研修会を開催し

ています。 

コロナ禍で休会していたキッズサンガは昨年再開し、昨年と本年の大会で以前の活気と絆を取り戻

すに至りました。 

各組織、僧侶と門信徒が和を大切にし前向きな意見を出し合っての活動が海幡組の特徴であり、今

後はさらにその和と輪が広がり、組の枠を超えた交流が盛んになればと念じていることでございます。 

仏婦研修会 

の様子 
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~こころばなし~  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日、祖父のご法事をお勤めさせていただき

ました。ご門徒様方、そして遠方からの親戚も

ご縁に会ってくださいました。ご法事が終わ

り、お斎をいただいている時でした。「あの時

はああだった。」「この人はこうだった。」と、

なつかしい話に花が咲き、先にお浄土へと参ら

れた方々が、すぐそばにいてくださるような温

もりを身近に感じることでした。近年縮小傾向

にはありますが、改めてお斎の時間の大切さを

感じました。 

「兄はな、もともとは医者になりたかった

ん。」ふと、祖父の妹さんが、お内仏の祖父の

写真を見ながら、祖父が僧侶として歩んだきっ

かけを話はじめられました。 

「そやけど、戦争やろ。兄も戦争にいったわ。

戦争が終わって、帰ってきてびっくりした。突

然、お坊さんなる、言い出して。ほんで、龍大

（龍谷大学）行って、浄土真宗勉強したんや。」 

妹さんの伊勢弁を、その場にいた全員で真剣

に聞かせていただきました。妹さんは祖父に、

戦争を経験する中で、どういう心境の変化があ

ったのかは、聞かなかったし、話もしなかった

ようです。しかし、祖父が自身の死や、友人の

死など、たくさんの悲しみ、苦悩を身近に経験

したのは間違いない。そして、いのちを救って

いく道を仏教に聞いていったと思う、と聞かせ

てもらいました。若かりし祖父の思いと出会う

と同時に、仏法の中に平和を聞き開いてゆこう

とした姿に手が合わさることでした。 

 

『出会いなおす時間 

ご法事で聞かせていただく 

戦争体験』 

山田 智敬（鈴鹿組存仁寺） 

 

戦後８０年の今年、各地の様々なところで平

和に関する行事が開かれました。一方で、戦争

を経験された方々がご高齢となり、その体験を

直接伺うことが難しくなってきていることも

現状です。この８０年の歩みは、戦争を体験さ

れた方々の憎しみや悲しみの連鎖を二度と繰

り返さないようにするという、平和に対する強

い思い、願いの中での歩みではなかったでしょ

うか。互いに排除し、いのちを奪い合う戦争は、

すべてのいのちのしあわせを願う阿弥陀さま

の願いとは一番遠いところにあるものです。ま

さに、縁次第で戦争を引き起こしかねない危う

さを持つ私たち人間こそ、阿弥陀さまが救わず

にはおれないと願われた存在です。そして今、

「南無阿弥陀仏」の喚び声となって、絶えずこ

の私を喚び続けておられます。常に自己中心的

な考えの中にあり、縁に触れれば、他者を傷つ

け、自らも傷つけていく私。その私を、涙を流

しながら抱きとめられ、地獄を作る姿ではな

く、お浄土へ生まれる姿として生きておくれ

と、私を教え、導いてくださっています。お念

仏の声を通して、阿弥陀さまのはたらきに導か

れるなかで、自らのいのちの姿を省みていく姿

が恵まれていくことです。 

ご法事は、先にお浄土へと参られた方の姿や

思い出や言葉を偲びつつ、阿弥陀さまの願いを

聞かせていただくご縁です。特に、今年のご法

事では、阿弥陀さまの願いの中に平和を聞き開

いてゆこうとした方々の姿に出会わせていた

だいたことでした。 
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  ~部会紹介~   
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『人間失格』            著 太宰治 出版 新潮文庫                 

~声（読者のページ）~ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

~お坊さんの書棚~ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～編集後記～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『地球の中での人間の時間』 

少し前にテレビで映画『ジュラシック･パー

ク』が放送されていた。画面の中の恐竜をみて

いると小学生の頃に恐竜にはまって図書室で本

を借りてきてよく読んだり、恐竜が題材のアニ

メやゲームに夢中になっていたことを思い出

す。特に小学生の頃の夏休みの自由研究でスケ

ッチブックに恐竜図鑑の絵を印刷して貼って、

特徴をまとめて｢ぼくの恐竜図鑑｣を作ったのが

一番の思い出である。  

ところで恐竜図鑑には恐竜の特徴や種類など

だけではなくおまけのような形で、地球の 歴史

なども載っていた。地球の誕生から生物の発生、

人間が現れて現在の歴史に至るまで が載って

いる図鑑なども多かった。 

地球ができたのは約 45 億年前だったとさ

れる。我々ホモ･サピエンスが現れたのは約 30 

万年前ほどだったとされる。子どもの頃の私は

地球の歴史からみると人間の歴史ってすごく短

いんだなと思ったものである。どれぐらい短い

のかを例えたものがある。地球がうまれてから

現在までの歴史を一年間のカレンダーにたとえ

た様子ものっていた。それによると人類は 12 月

31 日の夜 11 時 50 分くらいにやっと生まれた

のだという。地球の歴史では人類はまだまだ幼

くあっというまである。地球の一部としてこの

私がここにいるのも色々な縁が重なった結果で

ある。その上で今仏法にであったということは

もっと不思議だと思う今日であった。 

私が太宰治と出会ったのは、大学 2 年生の時で

した。最初は、なんだかカッコつけたがりの付き

合いにくそうなヤツ。と思っていました。しかし、

文章のリズムに圧倒され、人間味溢れた言葉に魅

了され、今では「我が親友！」と心で叫びたくな

るまでに好きになってしまいました。彼の魅力を

少し私なりに考えてみると、「人間の嘘」に正面か

ら向き合ったことだろうな、と思うのです。 

本作において、主人公である大庭葉蔵は「道化」

を演じて日々を送っている男です。お茶目、ひょ

うきん者。世間からそのような評価を与えられる

ことで、アイデンティティを獲得しようとしてお

りました。嘘の自分と、本当の自分。その矛盾に

もがき苦しみ、徹底的に本当の自分を探そうとし

た結果、その本当の自分というのも嘘にまみれて

いて、どれだけめくっても嘘しか出てこない苦し

み。私は作品を読んで、そのような印象を受けま

した。 

太宰治は、キリスト教をテーマとした作品も多

い作家です。しかしその中にも、仏教的だなぁと

思う文章があり、非常に興味深いです。終盤、大

庭葉蔵は精神的に衰弱してしまいます。モルヒネ

中毒となり、世間には「道化」ではなく「狂人」

とレッテルを張られ、入院生活を送ることになり

ます。「人間、失格。もはや、自分は、完全に、人

間で無くなりました。」そんな精神状態の中で、彼

には辿り着いた境地がありました。 

「ただ、一さいは過ぎてい

きます。自分がいままで阿

鼻叫喚で生きて来た所謂

「人間」の世界に於いて、

たった一つ、真理らしく思

われたのは、それだけでし

た。」読み終えた後、この言

葉が強く印象に残っており

ました。 

気がつけば、組内に年下の後輩が増え、教区の行事や研修会でも新しい仲間の姿を見かけるようになりました。法要の準備

や会議の進行など、自分も中堅として動く場面が自然と多くなっています。時代は移り変わっても、人が悩み苦しむ現実は変

わりません。だからこそ、お念仏のみ教えを受け継ぎ伝える営みは普遍の意味をもちます。その伝え方には工夫が求められま

すが、新たな人と共に歩みを進めていきたいと思います。                        某広報部員                                                 

 


